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１．序論 
 学生の硬式テニスは個人競技であるが集団
での練習が多く、チームとしての活動が重要視
されている。日本テニス協会１）はナショナル
チームの目標を各世代のチーム戦で「TEAM 
JAPAN」として戦うこととしており、モラール
は集団活動を効果的に進めるために重要な要
素とされている。一方、野外教育で用いられる
ASE活動は一つのグループが一人では解決でき
ない精神的、身体的課題に対し協力しながら解
決していく活動で、近年ではスポーツチームの
チームワーク向上を目的に行われている。 
そこで本研究では、ASE 活動を用いた、自然

の中での活動体験が、学生硬式テニス部員のモ
ラールに及ぼす影響を明らかにすることを目
的とする。 
２．研究方法 
【被験者】B大学男子硬式テニス部に所属する
1～4 年生、計 8 名を実験群とし、同じ学生リ
ーグの S大学男子硬式テニス部に所属する 1～
4年生、計 12名を統制群とした。 

【プログラム】2011年 7月 24日に活動①とし
て、8月 9日に活動②として自然の中での活動
体験を行った。活動の主なプログラムは表 1
の通りである。 
【調査用紙と調査時期】 
１）運動部モラール調査：竹村３）らが作成し
た、4基準、16項目を挙げ、計 20問の質問項
目からなる運動部モラール調査を用いた。活動
①の直前（活動①pre）、直後（活動①post）、
活動②の直前（活動②pre）、直後（活動②post）、
活動②から一ヶ月後（post2）の計 5回実施し
た。また、統制群は活動①、活動②から一ヶ月
後にあたる時期に調査を行った。 
２）ふりかえりシート：筆者が独自に作成し、
ASE 活動終了後に実施した。 
３）スタッフ記録シート：筆者が独自に作成し
たものを、スタッフがテニス部員の活動を記録
するものとして用いた。 
３．結果と考察 
１）各活動時期におけるモラール得点の変化 
活動①pre-post2 間において実験群のモラ

ール得点は有意に向上した（Z=-2.52,p<.05）。 
また、活動別では、活動①pre-活動①post 間
においてモラール得点は有意に向上した
（Z=-2.52,p<.05）。活動②pre-活動②post 間
に お い て も 有 意 な 傾 向 で 向 上 し た
（Z=-1.68,p<.10）（図 1）。実験群のモラール
が向上した要因として、「役割意識」、「目標意

識」、「意識の共有」の向上が挙げられる。活動
①において「部員と部の関係」の「役割意識」
に関する質問に向上がみられた。クモの巣、エ
レクトリックフェンスでは支える者、指示を与
える者にわかれて違った役割をこなしたが、そ
れぞれのゲームをあと一人のところで失敗し
た。次の日本列島では課題を達成しようとする
強い気持ちが感じられ「2つのゲームで失敗し
たので次は絶対成功させようと思った」という
意見があり、部員一人一人の目標に対する意識
の改善や、課題達成のための強い気持ちが役割
意識を持たせたと考える。活動②では「部内の
人間関係」の「部内の親和」において向上がみ
られた。活動②では目隠し図形というゲームが
あり、「目が見えない分いつもより多く話した」
という目隠した分、いつもより多くコミュニケ
ーションをとる必要性を要因として挙げてい
た。活動を通して部員同士の共通の意識が改善
されたと考えられる。 
２）部員ごとにみたモラールへの影響 
部員ごとにモラールに及ぼした影響は異な

るが、上級生と下級生との関わり、役割意識、
部員間でのコミュニケーションが変化の要因
に挙げられる。4年生の対象者 Aは活動に積極
的に参加し、後輩の意見を聞き、班をまとめて
いた。そのような行動は、下級生に活動しやす
い雰囲気になったと考えられる。対象者 Aは活
動の中で後輩の意見を聞き、コミュニケーショ
ンを深めたことで雰囲気が改善され、下級生も
積極的に発言したことで、モラールに影響を及
ぼしたことを挙げた。 
４．まとめ 
自然の中での活動体験は学生硬式テニス部

員のモラールに影響を及ぼした。その要因とし
て、「役割意識」、「目標意識」、「意識の共有」
が挙げられ、部員ごとにモラールに及ぼした影
響は異なった。今後は被験者を増やし、学年間、
部の役割、性別などでの検討を行いモラールの
変化をみながらより具体的な要因を明らかに
する必要がある。また本研究では自然の中での
活動体験においては ASE活動を行ったが、今後
より冒険的な活動を行うことでモラールに肯
定的な影響を及ぼすのではないかと考えられ
る。 
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日時 活動①（7月24日） 活動②（8月9日）

・フープリレー ・モンスター
・人間知恵の輪 ・目隠し図形
（アイスブレーキング） ・熊の爪

内容 ・クモの巣 ・ビーム
・エレクトリックフェンス
・日本列島
・バックフライング
・ラインナップ

活動時間 2時間半 2時間

表１　プログラム内容

✝p<.10,*p<.05
図1　各調査時期におけるモラール得点の推移


